
− 1−

令和元年 11月 第 188号

http://rinya.maff.go.jp/chubu/
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主な項目

メールマガジン登録で本誌記事や観光情報のデジタル
版を毎月お送りします。
登録サイト：https://mailmag.maff.go.jp/m/entry

※表紙の11月の見どころ聴きどころの投稿写真は、お休みです。

グランプリ　中部森林管理局長賞「掛床」 ​​学生の部　優秀賞　長野県知事賞「かさね」

社会人の部　部門賞「風やわらぎ」 学生の部　奨励賞　長野県木曽青峰高校の受賞者
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第 188号 令和元年 11月

【
資
源
活
用
課
】

　

中
部
局
で
は
、
木
材
の
安
定
供
給
と

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
な
か
で
も
Ａ
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
木
材
需
要
の
開
発

と
と
も
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
度
か
ら
「
ブ
ラ
ン
ド
材
を
用

い
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」
を
長
野
県
と

共
催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
名
称
を
「
ブ
ラ
ン
ド
材

を
用
い
た
新
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」

と
し
、
昨
年
度
募
集
し
た
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
に
加
え
、
会
議
室
や
住
宅
の
玄

関
の
壁
面
な
ど
の
内
装
に
も
幅
を
広
げ

実
施
し
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
は
、
社
会
人
の
部

と
学
生
の
部
に
分
け
、
地
元
長
野
県
を

は
じ
め
、
昨
年
応
募
の
少
な
か
っ
た
学

生
か
ら
も
、
独
創
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ

ン
を
含
め
、
全
三
十
九
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

十
月
三
十
日
、
長
野
県
庁
に
お
い
て

表
彰
式
を
行
い
、「
ミ
ス
日
本
み
ど
り

の
女
神　

藤ふ
じ
も
と本
麗れ
い
か華
さ
ん
」
に
、
審
査

員
兼
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
審
査
委
員
長
の
船ふ
な
び
き曳
鴻こ
う
こ紅

さ
ん
か
ら
は
、
審
査
の
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。

　

受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
ブ
ラ
ン
ド
材
を
用
い
た
新
空
間

�

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」
受
賞
作
品
の
紹
介

　狭い空間に対応した簾のように
どこにでも掛けられ、持ち運びが
できる「掛床」を提案します。
　日本の姿を映し出す床の間を、
和室という概念から開放し、リビ
ングに限らず玄関や寝室とどこに
でも持ち運べる「とこのま」とい
うインテリアとして展開させるこ
とで、日本人の心を取り戻し、日
本の伝統的床の間を復活させるこ
とになるよう期待しています。

（足立さんのコメント）

審査の講評
持ち運びや掛け直しが簡単にできる工夫がされていることから、四季や生活シーンで吊り下げる位置
を変えることができる。特別な技術はいらないので低価格でできる。

審査の講評
デザインとしてのインパクトがあり美しいものになり
そう。可変性が高く、香りを楽しむこともできる。

審査の講評
切り込み全面で曲げ加工する発想は新鮮で、波状のデ
ザインが興味深くさわやかな印象。

グ
ラ
ン
プ
リ 

　
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

学
生
の
部
　
優
秀
賞

　
長
野
県
知
事
賞

社会人の部　部門賞

「掛床（かけとこ）」足
あ だ ち

立 幸
ゆきとし

寿
（東京都、建築設計）

「
か
さ
ね
」

有あ
り
ま馬 

幸ゆ
き

�

（
長
野
県
、
上
松
技
術
専
門
校
）

「風やわらぎ」　久
く ぼ

保 礼
れ い こ

子　（長野県、公務員）

新しい床：掛床(かけとこ）

日本の住環境は昔ほど格式を重んじる様式ではなく、和室も姿を潜め畳の間という生活になってきています。
住宅の広さに起因したライフスタイルから、生活を楽しむという状況が展開しています。

〜「 掛床   」 〜
Scene　Free　Style

細い材を差し込む土台を作るだけのデザイン
のため、必要最小限の作業工程で済みます。

①部材を寸法に沿って木取りする。

②表面を手押し鉋盤、自動鉋盤で整え、
　角は安全のため面取りする。

③土台のほぞ加工を行い、組み立てる。

④細い縦材をを作る。

⑤縦材を並べて完成。

※ほぞ継ぎが困難な場合、ビスと金具での接合でも可。

120×18×2000mmの材料を効率的に
木取りできる寸法に設計されているため、
最小限の部材で済み、経済的です。

材料　幅120×長さ1800×厚さ18mm

材料が１本650円とすると、

650×10＝ 6500 円

が１つあたりの費用となります。

幅29×長さ1800×厚さ8mm ̶ 36本

×6本

縦材

幅39×長さ1200×厚さ18mm ̶ 17本
枠材Ⅰ

幅89×長さ800×厚さ18mm
×1本底板

檜人工林の木々の重なりを表現し、家の中に森を生み出します。
従来のパーテーションは「置く」ということのみをユーザーが行なったが、
そこに「作る」楽しさやユーザーの「個性」を加えるものにしました。
さらに製作工程が少なく、一人で運びやすいように軽量化を目指しました。
材の置く間隔や縦置き/横置きによって目隠しにも導線を遮ることにもなります。

細い材を自由に並べることで、
何パターンものパーテーションを
作ることができる。

S = 1 : 10

×2本

幅12×長さ89~1200×厚さ18mm ̶ 17本
枠材Ⅱ

×1本

482

1
5
1
4

パネルをつなげれば幅広く ,
横向きに置けば違う雰囲気に
も。

裏表切り込み加工
10°深さ7mm 間隔6mm

・板材（写真は合板で作っています）の裏表に斜めに切り込みを入れ柔らかく曲がるよ

うに加工し、曲線で切り出し溝を掘った板材にはめ込み、交互に並べてパーティション

を作りました。

・使用する部材は同じサイズの板材（長さ 1550mm・幅 120mm・厚さ 12mm）から切り出せ

るように工夫しました。

・見る角度によって表面のうねりが見えるようになります。

ブランド材を用いた新空間デザインコンペ応募案

住宅向けパーティション 「風やわら木」

細い材を差し込む土台を作るだけのデザイン
のため、必要最小限の作業工程で済みます。

①部材を寸法に沿って木取りする。

②表面を手押し鉋盤、自動鉋盤で整え、
　角は安全のため面取りする。

③土台のほぞ加工を行い、組み立てる。

④細い縦材をを作る。

⑤縦材を並べて完成。

※ほぞ継ぎが困難な場合、ビスと金具での接合でも可。

120×18×2000mmの材料を効率的に
木取りできる寸法に設計されているため、
最小限の部材で済み、経済的です。

材料　幅120×長さ1800×厚さ18mm

材料が１本650円とすると、

650×10＝ 6500 円

が１つあたりの費用となります。

幅29×長さ1800×厚さ8mm ̶ 36本

×6本

縦材

幅39×長さ1200×厚さ18mm ̶ 17本
枠材Ⅰ

幅89×長さ800×厚さ18mm
×1本底板

檜人工林の木々の重なりを表現し、家の中に森を生み出します。
従来のパーテーションは「置く」ということのみをユーザーが行なったが、
そこに「作る」楽しさやユーザーの「個性」を加えるものにしました。
さらに製作工程が少なく、一人で運びやすいように軽量化を目指しました。
材の置く間隔や縦置き/横置きによって目隠しにも導線を遮ることにもなります。

細い材を自由に並べることで、
何パターンものパーテーションを
作ることができる。

S = 1 : 10

×2本

幅12×長さ89~1200×厚さ18mm ̶ 17本
枠材Ⅱ

×1本

各賞受賞作品
の詳細は、Ｑ
Ｒコードを読
み込んでくだ
さい。

〈本局のトピックス〉
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川口さん： ヒノキとカラマツの両方が用いられており、木目もしっかり見せられる。 　原さん：凹凸の構成や大きさ
の違う輪などデザインが面白い。　塚本さん：高校生らしいデザイン。子供部屋が明るく楽しくなる。
千野さん：表裏で表情が変わる。市松模様が和室でも使用できる。

学
生
の
部
　
奨
励
賞

【
資
源
活
用
課
】

　

毎
年
十
月
は
「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」
で
す
。
月
間
中
の

三
十
日
、
中
部
森
林
管
理
局
が
主
催
す
る
「
ブ
ラ
ン
ド
材
を

用
い
た
新
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ（
共
催
：
長
野
県
）」
の
表

彰
式
に
コ
ン
ペ
の
審
査
員
と
し
て
、
来
県
さ
れ
た

「
２
０
１
９
み
ど
り
の
女
神
」
藤
本
麗
華
さ
ん
が
、
表
彰
式
終

了
後
に
台
風
一
九
号
が
も
た
ら
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
千

曲
川
が
氾
濫
し
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
、
長
野
市
穂ほ

や
す保
地
区

に
あ
る
「
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会　

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
」

を
激
励
に
訪
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
小
池
淳
所
長
か
ら
、

台
風
一
九
号
の
被
害
の
状
況
や
復
旧
に
向
け
て
の
取
組
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

女
神
か
ら
の
激
励
の

言
葉
は
、
職
員
の
み
な

さ
ん
を
元
気
づ
け
て
く

れ
ま
し
た
。

【
総
務
課
・
企
画
調
整
課
・
保
全
課
・

技
術
普
及
課
】

　

十
四
日
～
二
十
日
、
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

長
野
「
り
ん
ご
の
ひ
ろ
ば
」
に
お
い

て
、
秋
の
森
の
見
ど
こ
ろ
と
森
で
の
健

康
づ
く
り
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

お
勧
め
の
、
県
内
各
地
の
森
の
お
さ
ん

ぽ
コ
ー
ス
の
紹
介
や
、
認
知
症
対
策
に

も
な
る
森
の
歩
き
方
、
中
部
地
方
の
各

地
か
ら
望
む
山
並
み
の
写
真
な
ど
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

十
九
日
は
、
長
野
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ

ン
ト
に
併
せ
、
木
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り

を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
魔
女
さ

ん
や
妖
精
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。 

 

「
２
０
１
９
み
ど
り
の
女
神
」
木
材
セ
ン
タ
ー
を
激
励

北信木材センターの職員さんと

説明を受けている様子

木のペンダント作りの様子

長
野
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、

�

木
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り

「パーテーション」
川
かわぐち

口 凜
り の

乃（高校生）
「リバーシブル」
千
ち の

野 叶
か な え

恵（高校生）
「子供部屋用
パーテーション」
塚
つかもと

本 ありさ（高校生）

 「あぶく」
原
はら

 真
ま ひ ろ

大（高校生）

〈本局のトピックス〉
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の
た
め
の
職
員
派
遣
を
す
る
こ
と
と
な

り
、
当
署
か
ら
は
十
月
二
十
八
日
か
ら

十
一
月
一
日
ま
で
の
一
週
間
、
職
員
二

名
が
野
生
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
作
業
支
援
業

務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

派
遣
に
際
し
て
は
、
北
陸
農
政
局
の

担
当
者
と
業
務
内
容
や
手
順
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
を
行
う
な
ど
準
備
を
進

め
、
派
遣
先
で
は
市
民
か
ら
野
生
イ
ノ

シ
シ
発
見
の
通
報
を
受
け
、
富
山
市
職

員
と
と
も
に
発
見
場
所
の
消
毒
、
野
生

イ
ノ
シ
シ
の
運
搬
、
埋
設
等
の
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

派
遣
期
間
中
、
富
山
市
で
は
野
生
イ

ノ
シ
シ
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
陽
性
個
体
は
確
認
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続

き
、
北
陸
農
政
局
、
市
町
村
等
と
の
連

携
を
強
化
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
ウ
ィ
ル
ス
ま
ん

延
防
止
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

散
布
は
、
県
内
の
民
有
林
や
国
有
林

内
の
獣
道
な
ど
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
行
動

が
想
定
さ
れ
る
箇
所
へ
、
県
、
市
町
村

職
員
等
と
一
班
三
名
体
制
で
、
一
日
に

五
か
ら
十
箇
所
程
度
に
穴
を
掘
り
、
そ

れ
ぞ
れ
経
口
ワ
ク
チ
ン
二
十
個
と
誘
引

用
の
家
畜
用
飼
料
を
埋
設
し
ま
す
。

　

散
布
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
防
護
服

を
着
用
す
る
な
ど
、
普
段
と
は
異
な
る

環
境
で
の
慣
れ
な
い
作
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
に
作
業
に
従
事
し
て
い
ま

す
。

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

富
山
森
林
管
理
署
で
は
、
富
山
市
の

要
請
に
基
づ
き
、
北
陸
農
政
局
と
と
も

に
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化
支
援

〈本局のトピックス〉

通報を受け、発見した野生イノシシを確認している様子 防護服を試着している様子

経口ワクチン散布作業の様子

北陸農政局の担当者と打ち合わせの様子

　

昨
年
９
月
に
岐
阜
県
の
養
豚
場
に
お

い
て
、
我
が
国
で
は
二
十
六
年
振
り
と

な
る
Ｃ
Ｓ
Ｆ
が
発
生
し
、
管
内
四
県

（
富
山
、
長
野
、
岐
阜
、
愛
知
）
に
お

い
て
野
生
イ
ノ
シ
シ
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
陽

性
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
流
行
は
、
野
生
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
感
染
拡
大
が
大
き
な
要

因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
野
生
イ

ノ
シ
シ
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
ま
ん
延
防
止
に
向
け

て
、
農
林
水
産
省
を
挙
げ
た
取
組
を

行
っ
て
お
り
、
中
部
森
林
管
理
局
に
お

い
て
も
、
地
元
自
治
体
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
、
経
口
ワ
ク
チ
ン
の
散
布
や
野

生
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
支
援
の
た
め
、
局
署

職
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
企
画
調
整
課
】

　

長
野
県
に
お
い
て
は
、
野
生
イ
ノ
シ

シ
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
ま
ん
延
防
止
の
た
め
ワ
ク

チ
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、

同
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
九
月

三
十
日
よ
り
十
一
月
六
日
ま
で
の
間

に
、
の
べ
五
十
四
名
の
職
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
コ
レ
ラ
）
ウ
ィ
ル
ス
の

�
ま
ん
延
防
止
に
向
け
た
取
組
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上伊那地区の山腹工の点検状況

【
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
】

　

九
月
十
七
日
、
十
月
十
日
、
十
一
月

十
二
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
小こ

し
ぶ渋

川
・
上
伊
那
・
飯
田
の
各
地
区
の
発
注

工
事
全
現
場
に
お
い
て
、
今
年
度
第
二

回
目
の
工
事
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
三
日
間
で
、
三
地
区
の
安

全
協
議
会
員
、
当
所
職
員
、
飯
田
労
働

基
準
監
督
署
担
当
官
が
出
席
し
、
各
工

事
現
場
に
お
い
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
る
点
検
を
行
い
、
最
終
日
に
は
、
事

業
所
等
で
反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
七
～

八
月
に
実
施
し
た
発
注
工
事
全
現
場
の

点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果
を
も
と
に
、
是

正
事
項
の
改
善
対
策
の
確
認
や
新
た
な

不
安
全
要
素
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
も
の

で
、
毎
年
、
工
事
中
期
か
ら
工
事
完
成

前
に
か
け
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

反
省
会
で
は
、
整
理
整
頓
の
不
備
、

荷
掛
ワ
イ
ヤ
ー
損
耗
な
ど
の
軽
微
な
是

正
事
項
の
指
摘
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
推
奨
事
項
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
成
果
が
現
れ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
回
と
同
様
に
、
飯
田
労
働

基
準
監
督
署
の
安
全
専
門
官
か
ら
、
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
各
種
基
準
と
照

ら
し
合
わ
せ
た
具
体
的
な
指
導
、
反
省

会
の
中
で
、
労
働
災
害
の
防
止
に
向
け

た
講
義
も
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
協
議

会
員
及
び
当
所
職
員
も
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
活
動

を
通
じ
て
、
受
注
者
と
発
注
者
が
一
体

と
な
っ
て
、
実
効
性
の
あ
る
安
全
活
動

を
展
開
し
、
終
盤
を
迎
え
る
今
年
度
工

事
の
無
事
故
無
災
害
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

九
月
二
十
七
日
、
飯
山
市
西
大
滝
地

区
上
流
の
、「
野の

の

み
々
海
川
水
源
地
域
整

備
工
事
」
箇
所
に
お
い
て
、
地
元
住
民

を
対
象
と
し
た
国
有
林
治
山
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
地
区
長
を

は
じ
め
地
区
住
民
の
方
々
、
飯
山
市
役

所
関
係
者
が
参
加
し
、
当
署
の
職
員
か

ら
治
山
事
業
の
目
的
、
機
能
等
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
後
、
実
際
に
施
工
し

て
い
る
現
地
に
お
い
て
、
工
事
概
要
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
谷た

に
ど
め
こ
う

止
工
の

新
設
と
昭
和
三
十
五
年
に
設
置
さ
れ
、

六
十
年
近
く
経
過
し
た
玉
石
コ
ン
ク

リ
ー
ト
床
と
こ
が
た
め
こ
う

固
工
の
補
修
工
事
箇
所
で
、

丸
太
残
存
型
枠
に
長
野
県
産
カ
ラ
マ
ツ

間
伐
材
を
使
用
し
、
自
然
環
境
と
の
調

和
、
工
期
の
短
縮
を
図
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
地
区
は
過

去
に
土
石
流
災
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
に

治
山
工
事
が
実
行
さ
れ
安
心
す
る
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

見
学
会
の
最
後
に
は
、
地
区
長
よ
り

「
今
後
と
も
、
地
域
の
安
心
し
た
暮
ら

し
の
た
め
に
も
、
治
山
事
業
の
計
画
的

な
実
施
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
大
滝
地
区
の
手
配
に
よ
り

ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
上
流
域
の
現
状

を
撮
影
し
て
お
り
、
十
一
月
に
予
定
し

て
い
る
地
域
の
催
し
で
上
映
し
、
広
く

住
民
に
周
知
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

今
後
も
地
域
住
民
の
方
々
に
国
有
林

野
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

引
き
続
き
見
学
会
の
開
催
等
の
取
組
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

治山現場見学会の様子

令
和
元
年
度
第
二
回
目

�
工
事
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

地
元
住
民
を
対
象
と
し
た

�

国
有
林
治
山
見
学
会
を
開
催
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【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

十
月
七
日
、
富
山
県
地
域
振
興
団
体

協
議
会
が
主
催
す
る
市
町
村
担
当
課
長

会
議
及
び
現
地
研
究
会
が
南な

ん
と砺
市
及
び

砺と
な
み波
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
、
毎
年
県
内
各
地
で

現
地
を
視
察
し
、
森
林
の
保
全
等
を

テ
ー
マ
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
、
平
成
二
十
年
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
山
腹
崩
壊
に
お
い
て
実
施
し
た

南
砺
市
大
牧
地
区
の
復
旧
治
山
工
事
及

び
昨
年
、
山
腹
崩
壊
が
あ
っ
た
県
所
管

の
復
旧
治
山
事
業
に
つ
い
て
現
地
で
説

明
会
が
行
わ
れ
、
過
酷
な
作
業
現
場
で

斜
面
崩
壊
土
石
を
食
い
止
め
る
工
法
や

安
全
性
等
を
考
え
た
新
し
い
資
機
材
の

導
入
、
工
夫
等
に
つ
い
て
、
当
署
職
員

等
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相

あ
い
の
く
ら倉の
合
掌
造
り
で
は
、
養

蚕
を
考
え
た
上
階
の
建
築
構
造
や
根
曲

が
り
木
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
た
梁

や
、
柱
へ
の
木
材
利
用
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
南
砺
森
林
資
源
利
用
協
同

組
合
が
運
営
し
て
い
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト

工
場
で
は
、
地
域
内
の
森
林
資
源
を
利

用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
事
業
運
営
や
、
今
後
の
循
環
型
社
会

に
向
け
た
森
林
の
活
用
方
法
な
ど
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
振
興
に
向
け
て
、
現

地
視
察
な
ど
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
飛
騨
森
林
管
理
署
・
名
古
屋
事
務
所
】

　

十
月
一
日
、
飛
騨
森
林
管
理
署
管
内

一い
っ
し
き色
国
有
林
他
に
お
い
て
、「
国
有
林

作
業
現
場
等
視
察
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
製
材
業
、
木
材
市
場
、
住

宅
建
材
供
給
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
、
港
湾

運
送
業
な
ど
か
ら
二
十
四
名
が
参
加

し
、
国
有
林
の
木
材
生
産
、
岐
阜
県
森

林
組
合
連
合
会
の
中
間
土
場
、
荘

し
ょ
う
か
わ川
温

泉
桜お
う
か香
の
湯
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

る
熱
利
用
、
白
鳥
林
工
協
業
組
合
の
地

域
材
の
供
給
、
巾は

ば
は接
ぎ
パ
ネ
ル
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

国
有
林
の
間
伐
に
よ
る
木
材
生
産
現

場
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
及
び
ハ
ー
ベ

ス
タ
に
よ
る
伐
倒
、
枝
払
い
、
造
材
、

グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
直
取
り
集
材
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
運
搬
ま
で
の
一
連
の
作
業

を
視
察
し
、
参
加
者
か
ら
は
、「
間
伐

時
の
選
木
方
法
、
一
日
あ
た
り
の
伐
採

本
数
、
枝
葉
の
処
理
」
な
ど
様
々
な
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
日
頃
は
四
角
い
製
材
品

を
扱
っ
て
い
る
方
々
が
多
く
、
初
め
て

目
に
す
る
伐
採
搬
出
作
業
に
、「
木
を

使
う
こ
と
で
少
し
で
も
山
に
還
元
出
来

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想

も
聞
か
れ
る
な
ど
、
新
た
な
木
材
利
用

に
つ
い
て
の
き
っ
か
け
と
な
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

バイオマスボイラーを見学する参加者

富山署管内の復旧治山工事現場視察の様子

ハーベスタの仕組みの説明を受けている様子

ペレット工場の視察

〈各地からのたより〉
富
山
県
地
域
振
興
団
体
協
議
会

�

現
地
視
察

伐
採
搬
出
現
場
の
大
変
さ
を
実
感
！

�

国
有
林
等
視
察
交
流
会
を
開
催
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【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

八
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
の
五
日

間
、
名
古
屋
大
学
農
学
部
生
物
環
境
科

学
科
三
年
生
の
学
生
一
名
を
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
け
入
れ
た
実
習
生
は
、「
大

学
で
学
ん
で
い
る
森
林
保
護
に
つ
い

て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
等
を
実
際
に
取

り
組
ん
で
い
る
現
場
を
体
験
す
る
こ
と

に
よ
り
知
識
と
体
験
を
結
び
あ
わ
せ
、

画
期
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
を
考
え
た

い
」
と
の
思
い
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
希
望
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

初
日
は
、
国
有
林
や
森
林
管
理
署
及

び
治
山
業
務
な
ど
の
概
要
説
明
、
二
日

目
は
、
間
伐
調
査
と
境
界
管
理
業
務
の

体
験
、
三
日
目
は
、
高
性
能
林
業
機
械

を
使
用
し
た
伐
採
造
林
一
貫
作
業
や
低

コ
ス
ト
造
林
の
現
地
の
見
学
、
除
伐
作

業
体
験
、
四
日
目
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被

害
対
策
と
し
て
シ
カ
柵
や
く
く
り
ワ
ナ

を
仕
掛
け
る
実
習
、
最
終
日
は
、
護
山

神
社
に
て
初
代
大
ヒ
ノ
キ
の
年
輪
板
の

見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
五
日
間
の
う
ち

四
日
間
が
雨
と
な
り
、
天
候
に
は
恵
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
習
生
か
ら
、

「
今
回
の
体
験
を
通
じ
て
、
漠
然
と
し

て
い
た
森
林
管
理
署
職
員
の
イ
メ
ー
ジ

が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
様
々
な
業

務
体
験
に
よ
り
、
林
業
関
連
の
仕
事
に

興
味
や
関
心
が
湧
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

林
業
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
就

職
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経

験
が
、
少
し
で
も
実
習
生
の
将
来
の
夢

に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

【
南
木
曽
支
署
】

　

十
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
、
大
桑

村
立
大
桑
中
学
校
二
年
生
の
生
徒
一
名

が
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
職
場
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

当
支
署
に
お
い
て
、
こ
の
取
組
は
初

め
て
と
な
り
ま
す
が
、
各
分
野
の
職
員

が
企
画
か
ら
指
導
役
ま
で
担
当
し
、
よ

り
多
く
の
業
務
を
体
験
で
き
る
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
支
署
長
に
よ
る
国
有
林

野
事
業
の
業
務
概
要
の
説
明
か
ら
始
ま

り
、
治
山
工
事
箇
所
の
監
督
業
務
、
貯

木
場
で
の
、
丸
太
の
材
積
を
測
る
検
知

業
務
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
の
伐
採
跡

地
の
確
認
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
地
元
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
阿あ

て
ら寺
渓
谷
内
に
あ
る
お
散
歩

マ
ッ
プ
コ
ー
ス
や
ハ
ナ
ノ
キ
周
辺
の
整

備
、
貸
付
地
の
現
況
確
認
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

職
場
体
験
を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
、

「
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
て
作
業
の
効
率

を
上
げ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
と
て
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
続
け
、

地
元
の
子
供
た
ち
に
も
国
有
林
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

治山工事の監督業務を体験

遊歩道整備でロープワークを体験

〈各地からのたより〉
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

中
学
生
の
職
場
体
験

�

～
大
桑
中
学
校
～

除伐作業の体験

くくりワナの設置体験
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【
木
曽
森
林
管
理
署
】

　

十
月
十
七
日
、
長
野
県
内
の
分
収
育

林
契
約
者
に
よ
る
第
三
十
一
回
「
な
が

の
緑
の
オ
ー
ナ
ー
友
の
会
交
流
会
」

が
、
木
曽
森
林
管
理
署
管
内
の
赤
沢
自

然
休
養
林
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
一
九
号
に
よ
る
被
災

も
心
配
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
清
水

会
長
を
は
じ
め
、
東
京
方
面
や
名
古
屋

方
面
か
ら
会
員
二
十
名
が
参
加
さ
れ
、

交
流
会
事
務
局
で
あ
る
日
本
森
林
林
業

振
興
会
長
野
支
部
の
原
支
部
長
、
有
井

総
務
部
長
と
、
木
曽
森
林
管
理
署
員
の

案
内
に
よ
り
、
森
林
鉄
道
へ
の
乗
車
、

ふ
れ
あ
い
の
道
の
散
策
、
昭
和
六
十
年

に
行
わ
れ
た
伊
勢
神
宮
御
神
木
伐
採
跡

地
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
林
鉄
道
乗
車
中
に
は
、
間
近
で
カ

モ
シ
カ
に
遭
遇
し
た
た
め
に
歓
喜
し
た

り
、
ま
た
、
散
策
で
は
、
木
曽
五
木

（
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
ア
ス
ナ
ロ
、
ネ

ズ
コ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
）
の
樹
種
毎
の
特

徴
に
よ
る
見
分
け
方
の
説
明
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。
御
神
木
の
伐
採
跡
地
で

は
、
伐
根
を
見
な
が
ら
、
斧
に
よ
る
伝

緑
の
オ
ー
ナ
ー
友
の
会

�

交
流
会
を
開
催

「
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
活
動
」

　
ニ
ッ
セ
イ
豊
橋
の

�

森
育
樹
活
動
を
実
施

〈各地からのたより〉

統
的
な
三
紐
伐
（
み
つ
ひ
も
き
り
）
の

映
像
を
見
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
交
流
会
が
、
平
成
元
年
度

に
赤
沢
自
然
休
養
林
で
開
催
さ
れ
、
今

回
、
元
号
が
令
和
に
代
わ
っ
た
最
初
の

交
流
会
で
あ
っ
た
こ
と
に
何
か
の
縁
を

感
じ
た
会
員
も
居
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
と
し
て
も
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
通
じ
、
オ
ー
ナ
ー
の
皆

様
と
直
接
交
流
し
、
国
有
林
野
事
業
の

業
務
内
容
を
理
解
い
た
だ
く
こ
と
は
有

意
義
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
交
流
会
の
開
催
に
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
】

　

九
月
二
十
八
日
、
豊
橋
国
有
林
に
お

い
て
、
ニ
ッ
セ
イ
友
の
会
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
国
民
参
加
の
森
林
づ

く
り
と
し
て
平
成
二
十
三
年
度
の
植
栽

に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
育
樹
活
動
と
し

て
、
下
刈
り
や
除
伐
を
行
っ
て
き
た
も

の
で
、
本
年
度
は
七
十
九
名
が
参
加

し
、
枝
打
ち
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
事
前
の
現
地
打
ち
合
わ

せ
や
安
全
確
認
な
ど
の
準
備
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
当
日
は
職
員
四
名
が
参

加
し
、
技
術
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
歩
き
な

れ
な
い
林
内
で
、
使
い
慣
れ
な
い
鋸
を

使
っ
て
の
作
業
で
し
た
が
、
額
か
ら
の

汗
を
拭
い
な
が
ら
懸
命
に
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
業
を
終

え
た
林
内
は
、
作
業
前
と
比
べ
見
違
え

る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
、
参
加
者
か
ら

は
「
森
林
を
育
て
る
の
は
大
変
だ
」、

「
も
っ
と
作
業
し
た
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
た
方
々
が
、
森
林
の

大
切
さ
を
理
解
し
、「
国
民
参
加
の
森

林
整
備
の
必
要
性
」
等
を
情
報
発
信
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

木曽五木についての説明の様子

ニッセイ友の会ボランティアの皆さん

枝打ち作業の様子
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【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

十
月
二
十
日
、
中
津
川
市
神
坂
に
お

い
て
、
第
十
九
回
東
山
道
も
み
じ
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
山
道
と
は
、
律
令
時
代
の
五
畿
七

道
の
一
つ
で
、
現
在
の
佐
賀
県
を
起
点

に
岐
阜
県
を
経
て
東
北
地
方
に
通
じ
た

幹
線
道
路
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
が
来
場
し
賑
わ
い
を
見

せ
、「
も
み
じ
狩
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
職
員
が
案
内

役
と
な
り
、
国
有
林
内
の
植
物
や
治
山

工
事
現
場
の
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
紅

葉
が
始
ま
っ
た
恵え

な那
山
系
の
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。

神
坂
大
檜
が
誘
う
歴
史
街
道
へ

�
東
山
道
も
み
じ
ま
つ
り
を
開
催

熱
田
区
民
ま
つ
り
に
出
展

〈各地からのたより〉

　

ま
た
、
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
目
玉
で
も
あ
る
、
森
の
巨
人
た
ち

百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
神
坂
大
檜
（
み

さ
か
お
お
ひ
）
の
見
学
も
行
い
、
そ
の

雄
大
な
た
た
ず
ま
い
と
当
日
の
霧
が
か

か
っ
た
天
候
も
相
ま
っ
て
、
参
加
者
か

ら
は
「
幻
想
的
で
す
ね
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
、
森
林
や
林
業
、
治
山
事
業
に
つ

い
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
関
心
や
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
名
古
屋
事
務
所
・
木
曽
森
林
ふ
れ
あ

い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

十
月
十
三
日
、
熱
田
区
民
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
事
務
所
で
は
、
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
と
フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ
ー

ク
ル
・
あ
い
ち
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
協
力
で
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
ミ
ニ
イ
ス

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

 　

サ
ク
ラ
の
枝
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ

（
通
称
モ
ッ
ク
ン
）
は
、
名
古
屋
国
際

会
議
場
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
ブ
ー
ス

に
順
番
待
ち
の
列
が
出
来
る
ほ
ど
盛
況

で
、
三
歳
の
男
の
子
か
ら
八
十
八
歳
の

方
ま
で
、
枝
を
選
び
、
慣
れ
な
い
ヤ
ス

リ
を
使
っ
て
思
い
思
い
の
作
品
を
仕
上

げ
完
成
さ
せ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
母
親
に

見
せ
て
、「
か
わ
い
い
が
ね
～
」
と
言

わ
れ
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
モ
ッ
ク
ン

を
嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
イ
ス
づ
く
り
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
四
十
組
の
親
子
な
ど
が
、
ド
ラ

イ
バ
ー
を
使
い
、
約
一
時
間
で
、
ミ
ニ

イ
ス
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

台
風
明
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、

都
市
部
の
方
に
木
の
良
さ
、
温
も
り
な

ど
を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
一
日
に
な
り

ま
し
た
。

恵那山系散策の様子

神坂大檜を見学する参加者

盛況のストラップづくりの様子

 ミニイスづくりの様子
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長
野
県
東
御
市
（
と
う
み
し
）
に
あ

る
北
国
街
道
の
宿
場
「
海
野
宿
」
を
紹

介
し
ま
す
。
海
野
の
地
は
、
遠
く

千
二
百
年
前
の
奈
良
時
代
に
は
附
近
一

帯
を
海
野
郷
と
称
し
、
早
く
か
ら
文
化

が
開
け
、
こ
の
地
か
ら
献
上
さ
れ
た
品

が
正
倉
院
御
物
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。

　

海
野
の
高
台
に
居
を
か
ま
え
た
海
野

氏
は
、
東
信
濃
の
軍
事
、
交
通
の
要
衝

を
お
さ
え
、
そ
の
勢
力
は
中
信
か
ら
北

上
州
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
の
北
国
街
道
は
中
山
道
と
北
陸

道
を
結
ぶ
重
要
な
街
道
で
、
佐
渡
で
採

れ
た
金
の
輸
送
や
、
北
陸
の
諸
大
名
が

参
勤
交
代
で
通
っ
た
道
で
あ
り
、
江
戸

と
の
交
通
も
頻
繁
で
善
光
寺
へ
の
参
詣

客
も
多
く
大
変
な
賑
わ
い
を
呈
し
て
い

ま
し
た
。
明
治
時
代
に
入
り
宿
場
の
機

能
は
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
海
野
宿

の
人
々
は
宿
場
時
代
の
広
い
部
屋
を
利

用
し
て
養
蚕
・
蚕
種
業
を
は
じ
め
ま
し

た
。
特
に
蚕
種
は
広
く
関
東
地
方
か
ら

外
国
に
ま
で
売
り
出
さ
れ
「
宿
場
の
町

か
ら
養
蚕
の
町
へ
」
と
移
り
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
養
蚕
最
盛
期
の
明
治
・
大

正
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
堅
牢
な
蚕
室

造
り
の
建
物
は
、
江
戸
時
代
の
旅
籠
屋

造
り
の
建
物
と
よ
く
調
和
し
て
現
在
ま

で
残
さ
れ
、「
日
本
の
道
百
選
」「
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
の
選
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
街
並
み
の
中
に
見
ら
れ
る
卯
建

（
う
だ
つ
）
に
は
幾
種
類
も
あ
り
、
妻

壁
（
つ
ま
か
べ
）
を
一
段
高
く
上
げ
て

小
屋
根
を
つ
け
た
も
の
が
江
戸
時
代
の

も
の
【
本
卯
建
】
で
あ
っ
て
、
防
火
の

役
割
り
を
果
た
し
「
火
返
し
」
と
も
呼

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
が
明
治
時
代
に
入

る
と
一
階
の
屋
根
の
上
に
張
り
出
し
て

意
匠
を
こ
ら
し
装
飾
を
兼
ね
た
袖
壁

（
そ
で
か
べ
）【
袖
卯
建
】
が
設
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
卯
建
は
富
裕
の
家
の
象
徴
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
「
う
だ
つ
が
上
が
ら
ぬ
」

と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
海
野
宿
に
は
格
子
戸
（
こ
う
し

ど
）
の
は
ま
っ
た
家
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
一
階
の
格
子
戸
は
明
治
以
降
に
造

ら
れ
た
も
の
が
大
半
で
、
二
階
格
子
の

多
く
は
出
格
子
に
な
っ
て
お
り
、
長
短

二
本
ず
つ
交
互
に
組
み
込
ま
れ
海
野
宿

特
有
の
美
し
い
模
様
を
織
り
成
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
の
も
の

で
「
海
野
格
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

海
野
宿
に
は
、
現
在
も
歴
史
の
香
り

高
い
街
並
み
が
美
し
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
、
海
野
宿
の
魅
力
を
探
し
に

来
て
み
て
下
さ
い
。

◆
所
在
地
：
長
野
県
東
御
市
本
海
野

◆
ア
ク
セ
ス

　

�【
公
共
交
通
】
し
な
の
鉄
道
し
な
の

鉄
道
線
「
田
中
駅
」
及
び
「
大
屋

駅
」
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
五
分

　

�【
自
動
車
】
東
部
湯
の
丸
IC
か
ら
車

で
十
分

ご当地

自慢
海野宿

東信森林管理署

80

（うんのじゅく）

海野宿　写真提供：（一社）信州とうみ観光協会

海野格子

東部
湯の丸
ＩＣ

千
曲
川

上信越自動車道

北
国
街
道

しな
の
鉄
道

★

大屋駅

田中駅

海野宿

本うだつ（上）、袖うだつ（下）
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【
岐
阜
森
林
管
理
署 

馬ま
ぜ
は
ぎ
わ
ら

瀬
萩
原
森
林
事
務
所
】

�

首
席
森
林
官
　
三
村
　
晴
彦

　

馬
瀬
萩
原
森
林
事
務
所
は
、
日
本
三

名
泉
と
し
て
名
高
い
温
泉
地
、
岐
阜
県

下げ

ろ呂
市
に
所
在
し
、
管
轄
す
る
国
有
林

は
、
県
中
東
部
に
あ
た
る
飛
騨
川
流
域

の
十
七
箇
所
に
点
在
し
、
面
積
は
、
国

有
林
野
六
、二
三
〇
㌶
、
官
行
造
林
地

六
五
五
㌶
で
、
森
林
官
、
森
林
技
術

員
、
非
常
勤
職
員
の
三
名
で
管
理
し
て

い
ま
す
。

　

管
内
の
北
に
は
、
古
く
か
ら
霊
山
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
二
百
名
山
の
位
く
ら
い

山や
ま

、
北
西
部
に
は
女
神
伝
説
が
ま
つ
わ

る
三
百
名
山
の
川
上
岳
が
そ
び
え
て
お

り
、
そ
の
二
座
の
稜
線
は
「
天
空
の
遊

歩
道
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
管
内
を
流
れ
る
馬
瀬
川
は
、

平
成
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ
、
上
流
域

の
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
清
流
で
、

日
本
一
ア
ユ
が
美
味
し
い
川
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
釣
り
の
聖
地
と
し
て
名

を
馳
せ
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
多
く
の
釣
り

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
で
は
こ
の
流
域
を
、「
馬
瀬

渓
流
魚
付
き
保
全
林
」
に
指
定
し
、
地

元
と
と
も
に
森
林
の
保
全
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
下
呂
市
南
部
の
飛
騨
木
曽

川
国
定
公
園
の
一
部
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
中な

か
や
ま
し
ち
り

山
七
里
」
の
渓
谷
に
は
、
天
然

性
の
中
間
温
帯
林
が
残
さ
れ
て
お
り
、

生
息
す
る
動
植
物
の
種
類
が
豊
富
で
、

林
内
の
生
物
多
様
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
に
お
い
て

調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
国
有
林

に
、
近
年
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
増
加
し
、
食

害
に
よ
る
森
林
の
破
壊
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
森
林
整
備
や
国
有

林
の
管
理
と
共
に
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
生
息
の
把
握

を
行
い
、
く
く
り
罠
に
よ
る
捕
獲
を
実

施
し
、
被
害
対
策
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
気
象
に
よ
る
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
無
い
災
害
が
各
地
で
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
に
強
い

健
全
な
森
林
づ
く
り
に
向
け
て
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

森
林
づ
く
り
は
、
常
に
森
林
を
観
察

し
、
必
要
な
施
業
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
一
世
代
で
は
不
可
能
で
、
最
後

ま
で
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
故
に
、
私
た
ち
が
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
も
の
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

先
人
の
思
い
入
れ
を
山
か
ら
感
じ
取

り
、
後
世
へ
と
繋
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（農林水産省林
りんやちょう

野庁）〉
　
国
有
林
と
言
え
ば
現
場
、
現
場
と
言
え
ば

森
林
官
！
し
か
し
、
一
般
の
方
に
は
余
り
馴

染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
各
地
に
あ
る
森
林
事
務
所
や
地
域

の
特
色
、
森
林
官
の
仕
事
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

川上岳から望む御嶽山

紅葉の清流「馬瀬川」

中間温帯針広混交林

中央が筆者
下呂市堂

どうほら

洞国有林の境界巡検にて
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上
伊
那
猟
友
会  

中
川
支
部

�

（
燻
製
工
房
も
み
じ
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
木き

の
し
た下

　
直な
お
み美

　
　
　
　
　
　
　（
狩
猟
歴
二
十
一
年
）

■
事
業
の
概
要

　
発
注
者
：
長
野
県
、
市
町
村
等

　

主
に
中
川
村
の
四
徳
地
籍
か
ら
人
里

民
有
林
ま
で
、
一
般
猟
他
獣
の
被
害
が

あ
る
と
有
害
駆
除
に
出
向
き
ま
す
。

　

南
信
森
林
管
理
署
の
「
つ
い
で
見
回

り
・
通
報
」
基
本
合
意
書
で
調
印
を

行
っ
た
上
伊
那
猟
友
会
中
川
支
部
の
会

員
で
「
燻
製
工
房
も
み
じ
」
代
表
で

す
。

■
現
場
で
の
役
割
、
魅
力

　

中
川
村
は
険
し
い
山
が
多
く
巻
狩
り

（
猟
場
を
四
方
か
ら
取
り
巻
き
獣
を
追

い
つ
め
て
捕
ら
え
る
猟
）
で
は
う
ま
く

獲
物
を
追
い
込
み
囲
め
な
い
た
め
、
山

の
反
対
か
ら
頂
上
に
上
っ
て
待
つ
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。
狩
猟
を
は
じ
め
た

頃
は
緊
張
の
連
続
で
葉
っ
ぱ
の
落
ち
る

音
で
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　

今
で
も
こ
の
緊
張
感
と
獲
物
を
倒
し

た
時
の
達
成
感
と
安
堵
感
は
た
ま
り
ま

せ
ん
。

　

山
に
入
る
と
立
ち
枯
れ
の
木
を
よ
く

見
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
鹿
の
食
害

に
よ
る
も
の
だ
と
知
り
、
鹿
を
捕
獲
し

て
い
る
私
達
も
山
を
守
る
一
助
に
な
っ

て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
に
は
四
匹
の
猟
犬
が
い
ま

す
。
駆
除
し
た
獣
肉
を
利
用
し
て
犬
の

エ
サ
代
を
賄
う
こ
と
を
目
的
に
５
年
前

の
平
成
二
十
六
年
「
燻
製
工
房
も
み

じ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

工
房
で
は
、
鹿
肉
の
ジ
ャ
ー
キ
ー

「
鹿
く
ん
」
や

ジ
ビ
エ
（
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
）
の

缶
詰
め
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ビ
エ
ブ
ー

ム
に
少
な
か
ら

ず
乗
る
こ
と
が
で
き
て
多
く
の
皆
様
の

助
け
を
お
借
り
し
て
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
多
く
の
お
客
様
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

■
狩
猟
の
世
界
に
入
っ
た
き
っ
か
け

　

夫
が
猟
師
で
各
地
の
射
撃
大
会
に
参

加
し
て
い
て
見
学
し
て
い
る
う
ち
に
興

味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
が
、
血
を
見
る

の
も
ダ
メ
な
私
は
夫
に
ほ
ぼ
騙
さ
れ
て

山
に
連
れ
て
い
か
れ
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

険
し
い
山
の
中
を
苦
労
し
て
獲
物
を

追
い
か
け
る
仲
間
達
に
、
逃
が
し
た
ら

申
し
訳
な
い
一
心
で
引
き
金
を
引
き
ま

し
た
。

　

狩
猟
を
始
め
た
頃
は
な
か
な
か
地
名

も
覚
え
ら
れ
ず
迷
惑
を
か
け
ま
し
た

が
、
心
温
か
な
仲
間
達
の
お
か
げ
で
猟

師
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

南
信
森
林
管
理
署
の
「
つ
い
で
見
回

り
・
通
報
」
で
鹿
が
捕
獲
さ
れ
た
際
に

は
連
絡
を
い
た
だ
き
、
裏
の
山
奥
に
出

か
け
何
度
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

■�

未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
、
少
し
ず
つ
女
性
の
ハ
ン
タ
ー
が

増
え
て
い
ま
す
。
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
反
対
に
若
い
男
性
が
減
っ
て
い
る
の

が
残
念
で
す
。

　

自
然
に
向
か
い
、
命
に
向
か
っ
て
生

き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
分
か
ち

合
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

銃
と
い
う
命
に
関
わ
る
道
具
を
使
用

し
て
緊
張
の
連
続
で
す
が
、
終
わ
っ
た

後
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
は
自
分
の
必

要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
快
感
と

な
る
で
し
ょ
う
。
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
仲
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（森林・林業）〉
シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
・
林
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
植
林
や
間

伐
な
ど
を
行
う
森
林
・
林
業
事
業
体
か
ら
の

投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や
女

性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

写真右が筆者

燻製工房もみじで販売して
いるジビエの缶詰など

狩猟の様子



− 12−

令和元年 11月 第 188号〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（林業土木）〉　
株
式
会
社　

柳
組

　
　
　
　
　
　
　
柳
や
な
ぎ　
雅ま
さ
あ
き聡

　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
一
九
年
入
社
）

■
事
業
の
概
要

　
請
負
事
業
：�

滝た
き
が
ほ
ら

ヶ
洞
（
小
谷
）
林
道

専
用
道
新
設
工
事

　
発
注
者
：
飛
騨
森
林
管
理
署

　

本
工
事
は
、
飛
騨
市
河
合
町
滝
ヶ
洞

の
国
有
林
三
一
五
二
林
班
・
三
一
五
三

林
班
に
お
い
て
、
林
業
専
用
道
５
百
㍍

を
新
設
す
る
工
事
で
す
。
基
本
的
に
は

バ
ッ
ク
ホ
ー
で
山
を
削
り
、
切
土
や
盛

土
で
林
道
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
が
、

適
切
な
道
幅
の
確
保
が
難
し
い
箇
所
に

は
擁よ

う
へ
き壁
工
や
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
を
施
し
、

水
が
多
く
出
る
箇
所
に
つ
い
て
は
水
替

工
や
暗あ
ん
き
ょ渠
工
等
を
行
う
な
ど
、
作
業
環

境
の
維
持
、
山
の
機
能
保
全
を
図
り
な

が
ら
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

■
現
場
で
の
役
割
、
魅
力

　

私
は
、
入
社
し
た
ば
か
り
で
現
場
経

験
も
浅
い
た
め
、
現
場
監
督
補
佐
兼
新

米
作
業
員
と
し
て
当
工
事
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
現
場
は
飛
騨
の
山
奥
に
あ

り
、
町
で
は
晴
れ
の
予
報
に
も
関
わ
ら

ず
山
で
は
雷
雨
や
土
砂
ぶ
り
な
ど
、
急

な
天
候
の
変
化
に
工
程
を
左
右
さ
れ
る

た
め
、
現
場
を
円
滑
に
進
め
る
段
取
り

だ
け
で
は
足
ら
ず
、
臨
機
応
変
な
対
応

も
必
要
と
さ
れ
る
大
変
な
仕
事
で
す
。

し
か
し
、
飛
騨
の
森
林
に
関
す
る
仕
事

は
、
飛
騨
の
自
然
だ
け
で
な
く
、
下
流

域
に
住
む
人
々
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
た
め
、
や
り
が
い
が
と
て

も
大
き
い
仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■
林
業
土
木
の
世
界
に

�

入
っ
た
き
っ
か
け

　

前
職
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

道
路
・
交
通
の
計
画
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
飛
騨
に

土
木
の
面
か
ら
何
か
し
ら
貢
献
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
強
く

な
り
、
家
業
で
も
あ
る
当
社
へ
入
社
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
し

か
し
て
こ
な
か
っ
た
人
間
が
、
今
で
は

飛
騨
の
豊
か
で
、
時
に
厳
し
い
自
然
環

境
を
相
手
に
仕
事
を
し
て
お
り
、
毎
日

が
新
し
い
発
見
ば
か
り
で
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

建
設
業
全
体
で
高
齢
化
や
少
子
化
に

よ
る
人
手
・
な
り
手
不
足
が
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
課
題
に
対
し
、

地
方
部
に
お
い
て
も
新
し
い
機
械
・
技

術
の
導
入
や
職
場
環
境
の
改
善
等
に
よ

り
、
若
者
が
働
き
や
す
い
環
境
が
整
備

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
が
大
好
き
！
」「
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」「
こ
れ
か

ら
の
地
方
を
若
者
の
力
で
良
く
し
た

い
！
」
と
い
う
方
に
は
、
最
適
な

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
の
で
、
若
い

方
、
ぜ
ひ
共
に
地
方
の
建
設
業
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

シ
リ
ー
ズ

﹁
林
業
土
木
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
林
道
や
治

山
工
事
な
ど
を
行
う
林
業
土
木
事
業
体
か
ら

の
投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や

女
性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

林道先線の状況（伐採後）

本現場で、これまでに整備した林道

擁壁材据え付け中の筆者
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①�

２
日
ま
で
「
信
州
の
カ
ラ
マ
ツ
と
く
ら
し

展
」�

（
中
部
局　

山
形
村
）

　

カ
ラ
マ
ツ
の
特
性
を
生
か
し
た
も
の
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
、
信
州
か
ら
ま
つ
の
特
性
を

紹
介
し
、
家
具
・
木
工
品
等
の
展
示
販
売
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

場
所
：�

ア
イ
シ
テ
ィ
21
（
一
階
）
長
野
県
山

形
村
七
九
七
七

お
問
い
合
わ
せ
：
針
葉
樹
家
具
開
発
研
究
会

事
務
局

℡
：
〇
二
六
三
︱

二
五
︱

〇
二
九
三

②
７
日
～　
「
遠
山
の
霜
月
祭
り
」

�

（
南
信
署　

飯
田
市
）

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
遠
山
の
霜
月
祭
り
は
、
上
村
・
南
信

濃
の
各
神
社
で
湯
立

神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま

す
。
祭
り
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
は
、
天

狗
な
ど
の
面
が
登
場

し
、
煮
え
た
ぎ
る
湯

を
素
手
で
は
ね
掛

け
、
ふ
り
か
け
ら
れ

た
禊
ぎ
の
湯
に
よ
っ
て
、
一
年
間
の
邪
悪
を

払
い
新
し
い
魂
を
も
ら
い
新
た
な
年
を
迎
え

ま
す
。
祭
り
は
そ
の
日
の
夜
か
ら
翌
朝
ま
で

行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
遠
山
郷
観
光
協
会

③�
７
日　

菅
平
高
原
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト　

オ
ー
プ
ン
予
定�

（
東
信
署　

東
御
市
）

　

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
全
六
十
コ
ー

ス
。
雪
上
車
に
乗
っ
て
行
く
、
根
子
岳
ス

ノ
ー
キ
ャ
ッ
ト
ツ
ア
ー
が
大
人
気
。

④�

７
日　

富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト　

オ
ー
プ
ン
予
定�
（
南
信
署　

富
士
見
町
）

　

頂
上
か
ら
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
で
は
、
晴
れ

た
日
に
は
八
ヶ
岳
を
望
み
な
が
ら
の
滑
走
が

で
き
ま
す
。

⑤�

７
日　

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン
予
定�

（
東
信
署　

長
和
町
）

　

安
心
・
安
全
な
ス
キ
ー
ヤ
ー
専
用
の
ス

キ
ー
場
。
特
に
初
心
者
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
ヤ
ー
に
人
気
！
ほ
と
ん
ど
晴
れ
た
日
が

多
い
た
め
、
標
高
一
八
〇
七
㍍
の
絶
景
が
楽

し
め
ま
す
。
日
本
最
大
級
の
雪
遊
び
広
場
が

あ
り
ま
す
。

⑥�

７
日　

め
う
ほ
う
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予

定�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　

山
頂
か
ら
の
五
千
㍍
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
。

全
十
二
コ
ー
ス
は
、
ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
エ
キ
ス

パ
ー
ト
ま
で
大
満
足
で
す
。

⑦�

１
月
５
日
ま
で　

Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ　

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

２
０
１
９　

光
と

森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

�（
中
信
署　

安
曇
野
市
・
大
町
市
・
松
川
村
）

　

冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
国
営
ア
ル
プ

ス
あ
づ
み
の
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
が
今
年
も
「
堀
金
・
穂
高
地
区
」「
大

町
・
松
川
地
区
」
の
両
公
園
で
同
時
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ル
プ

ス
一
千
魔
法
の
キ
ラ
メ
キ
」。
期
間
中
は
各

種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園  

堀
金
・
穂
高
管
理
セ
ン
タ
ー

⑧
２
月
上
旬
頃
ま
で　

白
鳥
の
越
冬

�

（
中
信
署　

安
曇
野
市
）

　

安
曇
野
市
の
冬
の
風
物
詩
、
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
の
飛
来
が
市
内
の
犀
川
白
鳥
湖
、
御
宝
田

遊
水
池
な
ど
犀
川
周
辺
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
十
月
十
六
日
に
飛
来
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
初
め
て
白
鳥
が
安
曇
野
を
訪
れ
て

三
十
六
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
ま
す
。（
飛
来

は
十
月
中
旬
か
ら
四
月
頃
）

⑨�
15
日　

栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予

定�

（
中
信
署　

小
谷
村
）

　

北
ア
ル
プ
ス
白
馬
エ
リ
ア
最
大
級
の
広
大

な
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
緩
斜
面
で
幅
が
広
く
、

初
心
者
や
初
級
者
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
安

心
し
て
楽
し
め
ま
す
。

⑩�

15
日　

高
鷲
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
予

定�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　

初
心
者
か
ら
上
級
者
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で

楽
し
め
る
多
彩
な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ア

ク
セ
ス
も
良
好
で
す
。

⑪�

15
日　

ダ
イ
ナ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ

ン
予
定�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　

西
日
本
最
大
級
の
ス
キ
ー
場
。
全
二
十
一

コ
ー
ス
が
楽
し
め
ま
す
。
ゲ
レ
ン
デ
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
も
登
場
。

⑫�

18
日　

い
い
づ
な
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン
予
定�

（
北
信
署　

飯
綱
町
）

　

平
均
幅
約
百
㍍
の
フ
ラ
ッ
ト
バ
ー
ン
な
ど

多
彩
な
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
存
分
に
楽
し
め
る
ス

キ
ー
場
で
す
。

⑬�

下
旬　

北
信
州
木
島
平
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ

ン
予
定�

（
北
信
署　

木
島
平
村
）

　

メ
イ
ン
ゲ
レ
ン
デ
の
ス
カ
イ
コ
ー
ス
を
は

じ
め
、
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
広
々
と
ゆ
っ
た

り
滑
れ
る
の
が
特
徴
。
爽
快
な
眺
め
も
木
島

平
な
ら
で
は
で
す
。

⑭�

20
日　

富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

予
定�

（
南
信
署　

富
士
見
町
）

　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
が
充
実
し
て
お
り
、
ス

キ
ー
の
で
き
な
い
お
子
様
連
れ
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑮�

21
日　

戸
狩
温
泉
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予

定�

（
北
信
署　

飯
山
市
）

　

リ
フ
ト
に
搭
乗
す
る
と
、
雪
国
な
ら
で
は

の
豊
富
な
積
雪
や
、
眼
下
に
日
本
一
長
い
千

　月
の

〜
魅
力
イ
ッ
パ
イ
国
有
林
〜

聴
き
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ

12
【
上
　
旬
】

【
中
　
旬
】

【
下
　
旬
】
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曲
川
が
広
が
る
贅
沢
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

感
。

⑯�
21
日　

飯
綱
高
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予

定�

（
北
信
署　

長
野
市
）

　

初
心
者
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ま
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
た
ス
キ
ー
を
満
喫
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

⑰�

21
日　

や
ぶ
は
ら
高
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ

ン
予
定�

（
木
曽
署　

木
祖
村
）

　

国
道
十
九
号
線
か
ら
十
分
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
な
く
ス
キ
ー
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
可
能
。
本
格
的
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
と
奥

木
曽
に
広
が
る
大
自
然
を
全
身
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑱�

20
～
22
日　
「
岐
阜
城
パ
ノ
ラ
マ
夜
景
」

の
開
催�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

金
華
山
国
有
林
の
山
頂
、
岐
阜
城
か
ら
眺

め
る
夜
景
は
、
オ
ー
ロ
ラ
に
例
え
ら
れ
る
大

パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。
夜
景
期
間
中
、

岐
阜
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
減
灯
さ
れ
、
金

華
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
夜
間
割
引
運
賃
で
毎

日
午
後
九
時
ま
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

⑲�

21
日　

ス
タ
ー
シ
ュ
プ
ー
ル
緑
風
リ
ゾ
ー

ト
ひ
だ
流
葉
オ
ー
プ
ン
予
定

�

（
飛
騨
署　

飛
騨
市
）

　

眺
め
の
良
い
尾
根
や
急
斜
面
、
そ
し
て
ワ

イ
ド
な
緩
斜
面
と
多
彩
な
コ
ー
ス
。
山
頂
裏

側
に
は
ブ
ナ
林
の
ゲ
レ
ン
デ
を
隠
し
持
ち
、

上
級
者
も
楽
し
め
ま
す
。

⑳�
21
日
～　

軽
井
沢
・
白
糸
の
滝
真
冬
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ　

17
時
～
19
時

�

（
東
信
署　

軽
井
沢
町
）

　

軽
井
沢
町
の
観
光
名
所
白
糸
の
滝
に
て
、

夜
の
白
糸
の
滝
の
素
顔
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
期
間
は

十
二
月
二
十
一
日
～
二
十
四
日
、
一
月
四
日

～
五
日
・
十
一
日
～
十
三
日
、
二
月
一
日
～

二
日
・
七
日
～
十
一
日
、
十
四
日
～
十
五
日

（
二
月
の
み
十
七
時
三
十
分
～
十
九
時
三
十

分
）

問
い
合
わ
せ
：
白
糸
ハ
イ
ラ
ン
ド
ウ
ェ
イ

℡
：
〇
二
六
七
︱

三
一
︱

〇
〇
七
〇
）

��

22
日　

宇
奈
月
温
泉
ス
キ
ー
場
開
き
式

（
安
全
祈
願
祭
）�

（
富
山
署　

黒
部
市
）

　

宇
奈
月
温
泉
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
に
あ

わ
せ
、
安
全
祈
願
祭
と
し
て
「
ス
キ
ー
場
開

き
式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
式
典
後
は
、
振
舞

い
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
奈
月
温
泉
す
ぐ
そ
ば
に
ス
キ
ー
場
が
あ

り
、
ア
フ
タ
ー
ス
キ
ー
に
は
温
泉
で
ゆ
っ
く

り
と
暖
ま
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

��

29
日　

ひ
る
が
の
高
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ

ン
予
定�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　

交
通
ア
ク
セ
ス
が
最
高
。
初
心
者
向
け

の
コ
ー
ス
は
ゲ
レ
ン
デ
デ
ビ
ュ
ー
に
最
適
。

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
や
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

子
供
の
雪
遊
び
に
も
最
適
。

��

31
日　

斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場　

カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
花
火�

（
北
信
署　

飯
山
市
）

　

大
晦
日
の
斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場
で
「
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
雪

山
か
ら
流
れ
る
幻
想
的
な
松
明
滑
走
と
百
八

発
の
花
火
が
、
新
年
の
願
い
と
と
も
に
夜
空

を
彩
り
ま
す
。

��

31
日　

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場　

大
晦
日
ナ

イ
タ
ー
＆
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火

�

（
北
信
署　

野
沢
温
泉
村
）

　

大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
年
明
け
と
と

も
に
打
ち
上
が
る
ゲ
レ
ン
デ
花
火
！
年
明
け

を
花
火
と
と
も
に
ス
キ
ー
場
で
迎
え
ま
し
ょ

う
！
樽
酒
の
振
舞
い
や
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　冬の便りが、各地から聞こえてきました。
　いよいよ、ウィンターシーズンに突入です。
　中部局管内では、各スキー場が、順次オー
プンしております。
　また、この時期は、標高の高い山の頂に降
り積もった初雪、中下段に紅葉の赤や黄色、
そして、針葉樹の緑色と幻想的な風景に出会
うことができます。
　まだまだ、色づく季節！小さい秋を見つけに
森へでかけませんか。

☆�魅力イッパイ国有林などに関する写真投稿を随時募集しています。
　�ステキな写真が撮れましたら　migoro＠maff.go.jpまで電子メールでお送りくだ
さい。（１メール容量２ＭＢ以内）
※�特にステキな写真は、広報誌「中部の森林」の表紙に掲載し紹介させていただ
きます。ご投稿には、氏名またはニックネーム、整理番号（今月なら①～�のい
ずれか）、撮影日を記入してお送りください。感想やコメントを添えていただいて
も構いません。
☆�森林でのお仕事紹介コーナーを見て、森林・林業業界へのご興味を持っていた
だけたら幸いです。進路検討中の皆様、お気軽に最終ページのお問い合わせ先
へご相談ください。

編 集 長 だ よ り あなたのお気に入りの一枚！お待ち申し上げます！
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お問い合わせ先　中部森林管理局　〒380-8575　長野県長野市大字栗田715-5　TEL 050-3160-6507（代表）　TEL 026-236-2721（夜間・休日）　FAX 026-236-2657

（　）は庁舎所在市町村

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149

yoshinori_kurita740
テキスト ボックス

yoshinori_kurita740
テキスト ボックス


